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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公表番号】特表2013-542747(P2013-542747A)
【公表日】平成25年11月28日(2013.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-064
【出願番号】特願2013-540104(P2013-540104)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ   7/42     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   1/19    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｐ   7/42    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性な３‐ＨＰ発酵経路を含む遺伝子組み換え酵母細胞であって、
　　外来性ＰＰＣ遺伝子；
　　外来性ＰＹＣ遺伝子；
　　外来性ＡＡＴ遺伝子；
　　外来性ＡＤＣ遺伝子；
　　外来性ＢＡＡＴ又はｇａｂＴ遺伝子；及び
　　外来性３‐ＨＰＤＨ遺伝子、
から選択される１若しくは複数の外来性３‐ＨＰ経路遺伝子を含む、細胞。
【請求項２】
　前記ＰＹＣ遺伝子が、配列番号２、３、４、５、６、７、８から選択されるアミノ酸配
列に対して少なくとも９０％の配列同一性を有するポリペプチドをコードする、請求項１
に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項３】
　前記ＡＡＴ遺伝子が、配列番号１４、１５、及び１６から選択されるアミノ酸配列に対
して少なくとも９０％の配列同一性を有するポリペプチドをコードする、請求項１又は２
に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項４】
　前記ＡＤＣ遺伝子が、配列番号１７、１８、１３３、１３５、１３７、及び１３９から
選択されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列同一性を有するポリペプチドを
コードする、請求項１～３のいずれか１項に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項５】
　前記ＢＡＡＴ遺伝子又はｇａｂＴ遺伝子が、配列番号２０、２１、２２、２３、及び２
４から選択されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列同一性を有するポリペプ
チドをコードする、請求項１～４のいずれか１項に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
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【請求項６】
　前記３‐ＨＰＤＨ遺伝子が、配列番号２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３
３、３４、及び１２９から選択されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列同一
性を有するポリペプチドをコードする、請求項１～５のいずれか１項に記載の遺伝子組み
換え酵母細胞。
【請求項７】
　前記ＰＰＣ遺伝子が、配列番号１０、１１、及び１２から選択されるアミノ酸配列に対
して少なくとも９０％の配列同一性を有するポリペプチドをコードする、請求項１～６の
いずれか１項に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項８】
　前記酵母細胞が、クラブトリー陰性である、請求項１～７のいずれか１項に記載の遺伝
子組み換え酵母細胞。
【請求項９】
　前記酵母細胞が、イサタケンキア属、カンジダ属、クルイベロマイセス属、ピキア属、
シゾサッカロマイセス属、トルラスポラ属、チゴサッカロマイセス属、及びサッカロマイ
セス属から選択される属に属している、請求項１～８のいずれか１項に記載の遺伝子組み
換え酵母細胞。
【請求項１０】
　前記酵母細胞が、Ｉ．オリエンタリス（orientalis）／Ｐ．ファーメンタンス（fermen
tans）分岐群及びサッカロマイセス分岐群から選択される分岐群に属している、請求項９
に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項１１】
　前記酵母細胞が、Ｉ．オリエンタリス（orientalis）、Ｃ．ランビカ（lambica）、及
びＳ．ブルデリ（bulderi）から選択される、請求項９に記載の遺伝子組み換え酵母細胞
。
【請求項１２】
　前記細胞が、ＰＤＣ、ＡＤＨ、ＧＡＬ６、ＣＹＢ２Ａ、ＣＹＢ２Ｂ、ＧＰＤ、ＧＰＰ、
ＡＬＤ、及びＰＣＫ遺伝子から選択される天然遺伝子の１若しくは複数の欠失又は破壊を
さらに含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項１３】
　前記１若しくは複数の欠失又は破壊が、１若しくは複数の外来性３‐ＨＰ経路遺伝子の
挿入に起因する、請求項１２に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項１４】
　前記１若しくは複数の外来性３‐ＨＰ経路遺伝子が、１若しくは複数の外来性調節要素
に作動可能なように連結されている、請求項１～１３のいずれか１項に記載の遺伝子組み
換え酵母細胞。
【請求項１５】
　前記細胞が、７５ｇ／Ｌ以上の３‐ＨＰを含む培地中、４未満のｐＨで増殖できる、請
求項１～１４のいずれか１項に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項１６】
　前記細胞が、３‐ＨＰ耐性酵母細胞である、請求項１～１５のいずれか１項に記載の遺
伝子組み換え酵母細胞。
【請求項１７】
　前記細胞が、突然変異及び／又は選択細胞が同種の野生型細胞より高い３‐ＨＰ耐性を
有するように、突然変異及び／又は選択を受ける、請求項１～１６のいずれか１項に記載
の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項１８】
　前記細胞が、１若しくは複数の外来性３‐ＨＰ経路遺伝子を用いて遺伝子組み換えされ
る前に、突然変異及び／又は選択を受ける、請求項１７に記載の遺伝子組み換え酵母細胞
。
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【請求項１９】
　前記細胞が、乳酸又は３‐ＨＰの存在下で選択を受ける、請求項１７又は１８に記載の
遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項２０】
　前記選択が、ケモスタット選択である、請求項１９に記載の遺伝子組み換え酵母細胞。
【請求項２１】
　以下：
　　（ｉ）少なくとも１種類の炭素源を含む培地の存在下、請求項１～２０のいずれか１
項に記載の遺伝子組み換え酵母細胞を培養し；そして
　　（ｉｉ）培養物から３‐ＨＰを単離すること、
を含む３‐ＨＰの生産方法。
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